
貧
血
の
原
因
を
知
っ
て

元
気
い
っ
ぱ
い
の
毎
日
を
！

千
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■ 血液について

■ 健康な人の体

貧
血
の
症
状
と
い
う
と
、
ふ
ら
つ
き
や
立
ち
く
ら

み
、
一
瞬
意
識
が
な
く
な
る
、
な
ど
と
思
っ
て
い
る

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
こ
の
症
状
は
、
一
時
的
に
脳
の
血
流
が
低
下

し
て
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
医
学
的
に
い
う
と
「
起

立
性
調
節
障
害
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
（
小
学
生
が

朝
礼
の
時
に
気
分
が
悪
く
な
り
倒
れ
て
し
ま
う
こ
と

と
同
じ
で
す
）、
貧
血
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。	

こ
の
よ
う
に
、
意
外
と
知
ら
な
い
貧
血
に
つ
い
て
、

正
し
く
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
そ
も
そ
も
貧
血
と
は
な
に
？

貧
血
と
は
、
血
液
中
の
赤
血
球
が
減
少
し
た
状
態
、

す
な
わ
ち
血
液
が
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。
貧
血
の
症
状
は
、め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み
と
い
っ

た
も
の
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
典
型
的

な
も
の
で
は
、「
顔
色
が
悪
く
な
る
」「
疲
れ
や
す
く

な
る
」「
息
切
れ
が
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
運
動
を
し
た
り
階
段
を
の
ぼ
っ
た
り
し
た

時
に
、
息
切
れ
す
る
こ
と
が
最
も
特
徴
的
か
つ
重
要

な
症
状
で
す
。

顔
色
の
悪
さ
に
つ
い
て
は
、
赤
血
球
の
赤
い
色

が
薄
く
な
る
た
め
、
本
来
の
肌
色
か
ら
皮
膚
の
黄
色

味
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
黄
疸
と
間
違
え
ら
れ
る

監	修

血液の仕組みをみてみましょう。

　血液は酸素や栄養を運ぶ役割と、老廃物や二酸化炭素を回収して肺や腎臓に持ってくる役割が
あります。 血液や血管の健康はそのまま心身の健康につながります。

血　液
血しょう（液体成分）

グロブリン（白血球と一
緒に働く）、血液が固ま
るときに必要な因子（血
小板と一緒に働く）、ミ
ネラルやホルモンなど、
多くの物質が溶けこん
でいます。

血　球
血小板

血管が破れたときに血
小板が集まって、最初
に出血を止めるように
働きます。

白血球
体内に入ってき
た細菌やウイル
スを排除する役
割があります。

赤血球
赤血球の中のヘモ
グロビンという物
質が酸素と結合し
て、全身に酸素を
送ります。

酸素
や栄
養、

ホルモ
ンなど

が

体中
に行
きわ

たって
元気！

ちなみに…
血液が人体の細胞をぐるっ
と一周するのに20～30
秒かかると言われているピッ

赤血球

白血球 血小板

血しょう

運ぶ

排
除

止血

健康な血液
血球　40 〜 45% 血しょう 55 〜 60%
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こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
診
察
時
に
は
眼が

ん
け
ん
け
つ
ま
く

瞼
結
膜

（
あ
っ
か
ん
べ
ー
を
す
る
時
に
み
え
る
瞼ま

ぶ
た

の
裏
）
を
観

察
す
る
の
で
す
が
、
貧
血
だ
と
本
来
の
赤
い
色
が
薄

く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
た
だ
し
体
が
冷
え
て
い
た
り
、

血
圧
が
下
が
っ
て
い
た
り
す
る
と
同
じ
よ
う
な
症
状

に
な
り
ま
す
の
で
、
判
断
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

さ
て
「
貧
血
」
は
、
病
名
で
は
な
い
こ
と
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
?
「
貧
血
」
は
症
状
で
あ
っ
て
病
名

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貧
血
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
や

病
気
か
ら
起
こ
り
、
そ
の
原
因
は
4
つ
の
タ
イ
プ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
赤
血
球
を
作
る
材
料
が
足
り
な
い
タ
イ
プ

2
赤
血
球
が
作
れ
な
く
な
る
タ
イ
プ

3
赤
血
球
が
壊
さ
れ
る
タ
イ
プ

4
出
血
な
ど
が
原
因
で
血
液
が
失
わ
れ
る
タ
イ
プ

こ
れ
ら
1
か
ら
4
の
詳
細
は
、
上
記
囲
み
内
で
詳

し
く
解
説
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
患
者
数
の
多
い
、
鉄
欠
乏
性
貧
血

女
性
の
貧
血
の
7
割
を
占
め
る
と
も
い
わ
れ
て
い

る
「
鉄
欠
乏
性
貧
血
」
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
ポ
イ

ン
ト
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

鉄
欠
乏
が
あ
る
と
、
一
つ
ひ
と
つ
の
赤
血
球
の
大

き
さ
が
小
さ
く
な
る
特
徴
が
あ
り
、
小
球
性
貧
血
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
日
本
人
の
場
合
に
は
、
こ
の
小

球
性
貧
血
が
み
ら
れ
れ
ば
9
9.
9
％
以
上
の
確
率

で
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
と
い
う
こ
と
が
診
断
で
き
ま
す
。

ま
れ
に
サ
ラ
セ
ミ
ア
と
い
う
遺
伝
性
の
貧
血
が
あ

り
、
こ
の
場
合
は
鉄
剤
治
療
に
は
反
応
し
な
い
こ
と

が
特
徴
で
す
。

■ 貧血とは？
　赤血球の数、もしくはヘモグロビンの濃度が減少した状態をいいます。
　減少すると…

　「貧血が起こる」すなわち、赤血球数が減ってしまう原因は大きく分けて４つです。

■ 貧血が起こる原因

　赤血球が減少すると、十分に
酸素を供給できなくなります。
　それを補うために、心臓から
大量の血液を送り出したり、呼
吸数を増やしたりして体を正常
に保とうとします。

▶︎
　体が補う作用
が追いつかなくな
ると、動

ど う き

悸やめま
いなどの症状が
出ます。

頭
痛
　
動
悸

め
ま
い
　
息
切
れ

疲
れ
や
す
い

　高い山に登ったとき、少し
動いただけで心臓がドキドキ
したり頭痛やめまいを感じま
すね。 それと似たような症
状になります。

1	赤血球を作る材料が足りないタイプの貧血

赤血球を作っている材料

ビタミンＢ12
葉酸・鉄

エリスロポイエチン

◉	ビタミンＢ12が足りない
　この場合は、ビタミンＢ12を補充する治療をします。

◉	葉酸が足りない
　通常の食生活ではかなり起こりにくいといわれてい
ますが、溶血性貧血など葉酸の必要量が増えた場合は、
葉酸欠乏の合併も考えなければなりません。

◉	鉄が足りない
４ページで詳しく解説いたします。

◉	エリスロポイエチンが足りない
　腎臓が悪くなると、エリスロポイエチンという物質
の活性化がうまくいかなくなるために、腎性貧血にな
ります。 透

とうせき

析患者さんなどでみられます。

ビ 葉
鉄 エ

　これらが不足すると、
貧血になります。
　ビタミンＢ12・葉酸欠
乏の場合は、赤血球の
大きさが大きくなる大
球性貧血であることが
特徴のひとつです。
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ま
た
、
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
が
あ

る
と
鉄
剤
に
対
す
る
反
応
が
悪
い
こ
と
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

成
長
期
（
特
に
女
子
）
に
み
ら
れ
る
も
の
は
、
特

別
な
例
を
除
い
て
鉄
剤
の
内
服
で
問
題
解
決
で
き
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
思
春
期
以
降
の
女
性
は

月
経
が
あ
る
た
め
、
か
な
り
鉄
欠
乏
に
な
り
や
す
い

の
で
す
が
、
子
宮
筋き

ん
し
ゅ腫

な
ど
の
婦
人
科
疾
患
が
あ
る

場
合
も
あ
り
注
意
が
必
要
で
す
。

一
方
、
青
年
男
性
や
閉
経
期
以
降
の
女
性
は
鉄
欠

乏
に
な
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
高
齢
に
な

れ
ば
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
な
ど
の
消
化
器
が
ん
の
好

発
年
齢
に
な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
貧
血
が
こ
れ
ら
の

が
ん
の
初
発
症
状
と
な
る
こ
と
も
知
っ
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
る
か
ど
う
か
、

あ
る
い
は
消
化
器
の
精
密
検
査
が
必
要
か
ど
う
か
な

ど
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
て
み
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。

鉄
剤
治
療
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で

鉄
剤
の
内
服
療
法
で
対
応
が
可
能
で
す
。
た
だ
鉄
剤

の
内
服
に
よ
り
吐
き
気
、
下
痢
、
便
秘
な
ど
の
症
状

が
起
き
や
す
い
の
で
、「
鉄
剤
の
量
を
減
ら
す
」「
一

時
期
休
薬
す
る
」
な
ど
の
工
夫
が
大
切
で
す
。

鉄
剤
に
は
注
射
剤
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
や
一
度
に
鉄
が
体
内
に
入
る
こ
と
に
よ
る
組
織

へ
の
鉄
の
沈
着
問
題
も
あ
り
、
可
能
な
限
り
内
服
薬

で
対
応
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
い
っ
た
ん
貧

血
が
改
善
し
て
も
鉄
剤
の
服
用
を
中
止
す
る
と
貧
血

の
悪
化
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
地
道
に
長
く
内

服
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

■ ピロリ菌が起こす病気と除菌

4	出血などが原因で血液が失われるタイプの貧血
　血液を作る機能は正常なのに貧血
になる場合は、胃や十二指腸などか
らの出血がある場合があります。 消
化管出血の場合は、便の色が黒くな
るとされていますが、気づかない方
も多いです。
（消化管出血で、慢性的にじわじわと
出血する場合にみられます）

3	赤血球が壊されるタイプの貧血
　このタイプは、溶血性貧血と呼ばれています。

溶血性貧血の原因

◉	赤血球そのものに異常があり、赤血球が壊されて溶けてしまう
◉	赤血球に異常がなくても、赤血球が壊されてしまう
◉	免疫の異常や薬剤により壊されてしまう

など

　補足ですが、赤血球は脾
ひ ぞ う

臓で壊されるので、脾臓が大きくなる（脾
ひ し ゅ

腫）と、溶血が進みます。

いろいろな
原因があるんだ

ピッ

甲状腺機能低下

結核

脾腫

関節リウマチ腎機能低下

肝機能低下

消化管の
がん・潰瘍

2	赤血球が作れなくなるタイプの貧血
　骨髄で造血できなくなるために、貧血になります。
　その原因は、再生不良性貧血・骨髄異形成症候群・急性白
血病・多発性骨髄腫・がんの骨髄移転などの病気です。
（他には、慢性関節リウマチなどに伴う貧血もこのタイプに
分類されます。）

難治性のものや重症の
貧血も含まれています
ので、 しっかりとした
検査が必要です！

貧血に慣れてくるせ
いか息切れなどの自
覚症状がわかりにく
いことが特徴だピッ

特に 65 歳以上の高齢者は、
がんや腎不全などの病気が
原因で貧血になる場合が多
いため、貧血の原因は明ら
かにしてください！

赤血球が
壊れる
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▼
必
ず
原
因
を
把
握
し
て
、
完
治
を
！

貧
血
の
体
は
酸
素
不
足
の
状
態
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
状
態
に
体
が
慣
れ
て
き
て
し
ま
い
、
貧
血
症
状

を
感
じ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
自

覚
症
状
が
な
く
て
も
治
療
し
な
い
限
り
酸
素
不
足
の

状
態
は
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
激
し
い
運
動
な
ど
を
行
う
と
心

臓
に
負
担
が
か
か
り
、
心
不
全
な
ど
を
起
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
た
だ
の
貧
血
と
あ
な
ど
ら
ず
、

必
ず
貧
血
の
原
因
を
つ
き
と
め
て
、
適
切
な
治
療
を

し
ま
し
ょ
う
。

■ 鉄欠乏性貧血について
◆	貧血を起こす原因
◉	子宮の病気（子宮腺筋症・子宮筋腫など）
◉	消化管の病気
◉	無理なダイエットや偏食
◉	高齢者の食事摂取不足
◉	身体の成長（月経開始や急な成長）
◉	妊娠や分娩、授乳
◉	薬剤性（抗生剤・鎮痛剤・利尿剤などの副作用）
◉	アルコール中毒
◉	マラソンなどの激しい運動		 	 など

◆	治療について
　背景に大きな病気がなく、鉄欠乏性貧血と診断された場合
は、鉄剤を服用する治療法が有効です。
　貧血は食品だけで鉄を補うことは難しく、鉄剤を服用するこ
とが大切な治療法となります。
　鉄剤を飲み続けて2～3か月ほどで貧血はほぼなくなり、そ
の後は体内の倉庫に鉄を貯蔵するために、さらに数か月飲み
続けることが大切です。
　治療が終わったら、食事の内容にも気をつけて、偏食をせ
ずバランスよく３食食べることを心がけてください。

必ず原因が
あるピッ！

自己診断はせず、
医師の診断で

正しい治療を！

貧血症状がある方は、
医療機関で原因を

明らかにすることが大切です！
そして、適切な治療を始めてください。

鉄剤は半年ほど
飲み続ける

ピッ
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